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令和元年度普通会計決算の状況
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（億円）

【歳入】 2,947億円 (37億円 ）

【歳出】 2,853億円 (35億円 )

財政規模は歳入・歳出とも過去最大
主な要因：保育施設型給付費等国庫・都支出金の増（80億円）

主な要因：学校ＩＣＴ整備等システム関連経費の増 （19億円）

実質収支※：約80億円の黒字
※形式収支(歳入総額－歳出総額)
－翌年度へ繰り越すべき財源
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経常収支比率の推移

令和元年度は77.5％ （平成30年度：76.4％）

6年連続で適正水準を維持！（適正水準：70～80％）

経常収支比率は適正水準を維持
必ず支払う経費(家賃、光熱水費
等)を、定期的に入ってくる収入
(給与等)で割ったもの

＝ 家計のゆとりを示す指標

家計に例えると

1.1ポイント増加した主な要因

・学校ICT整備等ｼｽﾃﾑ関連経費の増

・私立保育園の運営費助成事業の増



令和元年度の主な成果
◆保育待機児童がほぼ解消

・青パトのパトロール：24時間に拡充

・主要駅放置自転車撤去：3,971台

・小1生保護者への登下校等通知メール利用料補助

：591人 など
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◆女性がん検診の受診率向上
・自己負担額をワンコイン(500円)に

・偶数年齢に受診勧奨を実施(約9万人)

・私立認可保育園 整備
（新規開設、増改築）
合計 23施設 1,627人分

・認証保育・小規模保育 整備
（新規開設）
合計 3施設 89人分 など

(各年4月現在)

◆刑法犯認知件数が戦後最少

・人口割で13位
・面積割で 3位

【23区比較】
少ない方から

前年度から受診率向上

・子宮頸がん検診：1.0ポイント

・乳がん検診 ：0.7ポイント

待機児童は3人に
(前年度比 ▲120人)

※両検診の受診間隔は 2年ごととなるため、
受診率は、2年分の受診者数を用いて算定、
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昨年の台風第19号を踏まえて

「水害対策」と「感染症対策」
～ＬＩＮＥを導入して情報発信力強化～



避難所の運営に係る対応方針や共通ルール、
事前に決めておくべき事柄などを掲載

水害時避難所運営手順書が完成
第Ⅰ部 事前学習編

・避難所運営会議本部長等
・避難所となる学校の学校長等
・避難所派遣職員

配付
対象

避難所となる各施設の利用計画や必要な書式を掲載

第Ⅱ部 開設運営編

荒川氾濫が危ぶまれる場合
すべての避難所を可能な限り一斉に開設

荒川以外の河川氾濫が危ぶまれる場合
気象情報などを基に開設避難所を決定

対応方針・共通ルール（抜粋）

開設前に運営従事者がすべきことを全員で共有
台風第19号の時は意思統一の場が無かった

避難者への貸出しはしない。避難者各自でご用
意を

台風第19号の時は避難者から問合せ多数

① 浸水が及ばない最上階の居室から利用
② 浸水する高さにある体育館は避難者用居室

としては使用しない
②

受付時には渡さない。館内放送などで避難者
自身が取りに行くことが基本
台風第19号の時は受付時に配付し混雑した

河川が氾濫しておらず、ライフラインにも
支障が出ていない場合は、基本的に備蓄し
ている水や食料は配付しない

令和元年東日本台風※や感染症対策を踏まえて10項目を改善

※以下「台風第19号」という

１ 避難所開設の決定 ６ 避難者の受入れ

７ 毛布の配付

８ 水や食事の提供

９ 感染症対策

10 一人あたりの占有面積５ ボランティアの募集

４ タオルの貸出し

３ 全体会議の実施

２ 避難所運営従事者への連絡体制



「避難者の協力」と「3密対策」
避難者への協力依頼

1 ボランティア募集

2 水や食事の提供

避難する際は、各自で 2食分（火やお湯を使わずに

食べられるもの）持参することを、避難情報発令時に
区からアナウンスする

受付時に、避難者は「避難者カード」を
記載する

避難所運営のボランティアとして協力で
きる方は「避難者カード」に記載する

避難者であっても避難所運営への
協力を依頼する

水や食料などの備蓄品は、長期化することが見込まれる際に提供

乳幼児用ミルクのためのお湯は、備蓄の電気ポットで

館内放送などで避難者自身が取りに行くことが原則

1 一人あたりのスペース

従来

(水害時の
着座の面積)

４㎡
(マット2枚分)

水害から命を守ることを最優
先するため、4㎡を確保できな
い場合でも、

受入れを拒まない

2 受付での検温

発熱者(37.5度以上)が確認された場合

感染症対策

各学校の施設利用計画に基づいて、
他の避難者と違う居室（感染症対策
居室）に誘導します

感染症対策居室は、避難所閉鎖後に
消毒作業が必要なため、立入り禁止
表示をする

感染症対策

受付時に、非接触
式体温計を用いて
検温し、避難者
カードに記入

ボランティアとして協力
いただける方にビブスを
配付（写真はイメージ）

毛布とセットで備蓄

収容者数

約30万人
収容者数

約6万人
受入可能人数が約24万人
少なくなる計算

0.8㎡



高齢者インフルエンザ予防接種 無料化対象を拡大 ～重症化・医療崩壊対策～

第2回定例会最終日(7/10)可決 130,048千円

■高齢者の重症化予防
■医療崩壊防止

新型コロナウイルス感染症再流行時における

令和2年度接種分 ※状況を注視し、令和3年度の実施を検討

高齢者インフルエンザ予防接種 無料化対象拡大

【新たな無料化対象】約80,000人

令和2年10月1日 開始
※都の補正予算が成立した場合、補助制度を活用予定

～インフルエンザ流行期を前に
無料化対象を拡大～

高齢者インフルエンザ予防接種

災害発生時、避難所での
感染拡大防止にもつながります

※令和3年1月31日まで

目的

① 65歳以上75歳未満の方

② 60歳以上65歳未満で、

身体障害者手帳1級相当の方

※ 75歳以上の方は、令和元年度から無料

※ 生活保護受給者は、従前から無料

今回の対象拡大 自己負担

概要

2,500円

0 円

令和2年度中、以下①か②に該当する方



災害時の情報発信強化 足立区LINE公式アカウント導入

【導入機能 ① 】 プッシュ通知機能

 災害や緊急事態に関する情報
 区からの重要なお知らせ
 あだち広報の発行情報（月２回）

 近年は、Ｅメールを使わない人が
増えている

 既存の「Ａ-メール」に加え、新たな情
報発信ツールとして導入

 区からの情報を受け取る区民を
増やし災害時の早期対応を促していく

【導入機能 ② 】 リッチメニュー機能

 画面の下部にボタンを複数配置

 区ホームページや動画サイト、広
報紙購読アプリ（無料）に誘導する

ホーム
ページ

動画
サイト

ホームページ

ツイッター
フェイスブック

Ａ-メール

特に、若い世代の登録に期待！

プッシュ通知

広報紙

本日
9/14
運用
スタート



あだちスポーツコンシェルジュと
スペシャルクライフコート開設

オランダとの連携が生んだ東京2020レガシー



9月1日、あだちスポーツコンシェルジュ開設
障がい者向けの運動・スポーツのワンストップ相談窓口

 スポーツ施設や総合型地域クラブなど
の活動情報をご案内

 見学体験会への立合いやサークル加入
の調整等

 区役所スポーツ振興課
窓
口

 相談者の状況により出張相談にも対応

役
割

まずは、ご相談ください

相談・
場の提供※運動・スポーツ活動へのご希望と現

在の課題などを伺います

まずは、
ご相談
ください

自分に合う運動・スポーツがわからない

一緒に運動できる仲間を作りたい

身近なところでスポーツに参加したい

私たちと
一緒に
やろうよ

これを見て
コンシェルジュに
相談に行ってみて

はじめは
私と一緒に
行ってみようか

スポーツ団体・サークル、障がい福祉施設などの協力者

区のスポーツ
コンシェルジュの
担当者



11月1日、スペシャルクライフコート設置
足立区立総合スポーツセンターに設置

 出入り口は段差がなく車いすでも動きやすい仕様

バリアフリー
対応の運動施設

スペシャルクライフコート
オープニングセレモニー開催

11月1日日曜日 午前10時～11時

会場：総合スポーツセンタースペシャルクライフコート

※雨天時は総合スポーツセンター内

内容：テープカット、障がい者スポーツ・レクリエー
ション等の実演予定

安心してご利用
いただけるよう
周辺環境整備も
進めていきます点字ブロック設置

誰でもトイレ設置 手すり、腰掛を設置

 4面フェンス囲い(高さ2～4ｍ)

 外周2ｍ以上の幅員を有する通路を設置

 コート面はゴムチップ舗装のハードコート

3定補正予算 競技用車いすやレクリエーション用品などの貸出用物品の購入費等 3定補正予算 セレモニー会場設営委託料

3定補正予算上程額：3,504千円

3定条例改正
総合スポーツセンターの機能に「障がい者スポーツの推進を行う
こと」を定義するため「総合スポーツセンター条例」を改正

路面カラー舗装

二期工事
令和3年2月下旬～

7月(予定)

出入り扉は開閉式、夜間及び休館日は施錠
ヨハン・クライフ財団から
の寄付を活用



上り急行線高架化で
踏切・遮断時間の短縮

～竹ノ塚駅付近鉄道高架化事業～



上り急行線高架化 運行開始 ～竹ノ塚駅付近鉄道高架化事業～

令和2年9月26日（土）

運行開始（予定）

※9月25日（金）夜間に切替工事を実施

踏

切

踏

切

踏

切

Ｈ28年5月下り急行線高架化

Ｒ4年3月末までに
上下緩行線高架化予定

（踏切解消）

【総事業費】

約636億円
・鉄道事業者負担 約102億円
・行政側負担 約534億円

（区138億円、都124億円、国272億円）

【事業期間】

平成23年度
～令和5年度

※ 平成31年に事業期間及び

事業費を変更

短縮



上り急行線高架化 運行開始 ～竹ノ塚駅付近鉄道高架化事業～

大踏切

約１４ｍ短縮
踏切遮断時間

２時間程度短縮
（１日あたり） ※足立区独自調べ

令和4年3月末までに踏切解消

東西地域一体化による
まちの活性化

（営業線全線高架化）

■東西駅前広場の整備

■高架下の活用

（予定）



上り急行線高架化 運行開始 ～竹ノ塚駅付近鉄道高架化事業～

上下緩行線高架化により

令和4年3月末までに

踏切解消（予定）

【総事業費】

約636億円
・鉄道事業者負担 約102億円
・行政側負担 約534億円

（区138億円、都124億円、国272億円）

【事業期間】

平成23年度
～令和5年度

※ 平成31年に事業期間及び

事業費を変更

※工事の進捗により前後する可能性あり



第10回あだワングランプリ
募集開始

足立愛あふれる映像作品、お待ちしています。



今年もやります! あだちワンダフルＣＭグランプリ

第 回の記念大会

特別応援団「ＡＮＺＥＮ漫才」

第1回
ユーモア賞
（2011年度）

第3回
ハートフル賞
（2013年度）

特設
サイトで
公開中



映像業界への“登竜門”に成⾧!
過去９回で、計２５５作品の応募アリ！

受賞者が映像業界で活躍中！

８回、９回では、小学生からも応募アリ！

授業の一環で動画制作

ご応募大歓迎!

大人も、子どもも、
本気も、遊びも、

あだち
LOVE

受賞者が、映画監督や、映像クリエイターに！

誰でも応募できるのが
あだワンのイイトコロ

長編
映画

映像
ディレクター

ＴＶ
ＣＭ

「地域を学ぶ」学習の中で、

楽しくＣＭをつくりました！



2020 2021
新しい日常だからこそのアイデアで、

新しい日常だからこその映像を。 検索 あだワン




